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概要
 2018年8月・10月・12月に延べ10名が大阪府から古殿町を訪

問し、地域資源(宝)を実体験し、あわせて町の方々(特に下
松川地区の皆さん)と意見交換を行った。

 流鏑馬、三株高原、チェーンソーアート、温泉、越代の桜など
地域資源は豊富であることが実感できた。一方で町民の内
部にもその価値が気づかれていないというジレンマがあるこ
とも感じ取れた。

 12月に行った住民の皆さんとのディスカッションを通じて①ま
つりを活かす②町内小中学校との連携③効果的なPRを次
年度の実行課題として設定した。



福島県古殿町とやぶさめくん



2018年8月13日
古殿町役場 町長・副町長を表敬訪問



三株山を見渡すことが
できる展望台

かやぶき屋根の集会施設
大網庵に宿泊

渓谷沿いのかくれ鉱泉
入道の湯



2018年8月14日 福島県庁訪問



2018年10月13日・14日
流鏑馬祭りにボランティア参加



2018年12月1日・2日
三株高原の視察・フィールドワーク



下松川区の皆さんとディスカッション



住民ディスカッション

日時 2018年12月1日

場所 下松川区構造改善センター

参加者 下松川区各種団体役員及び古殿町職員 34名
立命館大学 4名

内容 三株高原のイベントや資源を活用した
誘客促進の取組について



昨年のPRチラシ



2018年 三株高原まつりの状況

現状 原発事故の影響で6年のブランク
参加者600人→300人に半減

目標 町内・県内のファミリー層を300人集める
(参加者全体600人)



私たちが大切にしたい
住民の皆さんの思い

• 変えたくない、変わりたくない

• 原発事故前の姿に戻りたい

• 今ある豊富な資源を活用したい

• 継続的に活性化させたい

• 古殿の人に古殿の魅力を伝えたい



① まつりを活かす

• プログラムのタイムスケジュールを調節して流れをつくる

• チラシのデザインに意味のまとまりを持たせる

• プログラムに+α
焼き肉コーナー ＋ファミリー割
流鏑馬 ＋流鏑馬体験
わらび取り ＋袋詰め放題
カラオケ大会 ＋のど自慢大会

• 開催日を1週間早めると桜も楽しめる
• 来客者アンケートを実施して参加者の声を聞く



② 町内小中学生との連携

• 町内小中学校が学校行事としてまつりに参加
新学期のオリエンテーションとして
出し物の発表会として など

• 小中学生に向けたPR
子ども→家族の誘客ルートをつくる

• 中学生と立命館大学生の協働（＋Rブース）
大学生と中学生が協力してキッズコーナーを企画運営

➔継続的な参加 リピーターの獲得 町民が主体になれる



③ 効果的なPR

• 町内・県内のファミリー層が受け取りやすい
PRの方法を調査する

広告媒体：チラシ ポスター 新聞 ラジオなど
場所：道の駅など



私たちが用いる心理学的観点

•ナラティブ・アプローチ
語りを通して解決法を見出す

•トラウマ

•デマンド・プル
需要を引き出す

•アドレッシビティ
受取人が受け取りやすいように差出人が工夫する




